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２
０
２
６
年

の
年
頭
に
あ
た
り

京
都
府
本
部
会
長

原
田

完

昨
年
は
治
安
維
持
法
１
０
０
年
の

年
と
し
て
、
国
賠
同
盟
が
社
会
的
に

も
注
目
を
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
新
聞
、

朝
日
新
聞
、毎
日
新
聞
、上
毛
新
聞
、

赤
旗
、京
都
民
報
な
ど
の
新
聞
報
道
、

女
性
の
ひ
ろ
ば
、
前
衛
等
の
寄
稿
も

あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
も

「報
道

特
集
」
で
取
材

，
放
映
等
取
り
上
げ

ら
れ
る
中
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
講

演
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
に
は
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
犠

牲
者
名
簿
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の
京
都
。

治
安
維
持
法
下
の
青
春
」
を
出
版
し

出
版
記
念
パ
ー
テ
イ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
賠
同
盟
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
会
と
治
安
維
持
法
１
０
０

年
の
市
民
集
会
を
、
京
都
の
民
主
的

個
人

・
団
体
の
実
行
委
員
会
で
開
催

し
大
き
く
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

高
市
政
権
の
危
険
性

自
民
党
高
市
政
権
の
次
期
予
算
案

は
、
国
民
の
願
い
で
あ
る
消
費
税
減

税
や
賃
上
げ
に
背
を
向
け
、
財
界

・

大
企
業
優
先
、
軍
事
費
を
異
常
に
突

出
さ
せ
る
大
軍
拡
、
対
米
屈
服
の
予

算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

軍
事
費
は
当
初
予
算
に
関
連
経
費

を
含
め
１
０
兆
円
規
模
、
し
か
も
防

衛
省
の
高
額
兵
器
購
入
費
な
ど
過
去

最
大
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

直
撃
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

軍
事
優
先
の
歪
ん
だ
予
算
案
は
東

ア
ジ
ア
で
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
、

平
和
を
脅
か
す
危
険
な
予
算
で
す
。

今
、
国
民

へ
の
負
担
の
押
し
付
け
、

大
軍
拡
や
大
企
業

・
富
裕
層
優
遇
税

制
を
た
だ
す
大
き
な
運
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
修
正
主
義
と
復
古
主
義
の
動

き
と
、
排
外
主
義
の
台
頭

先
の
参
議
院
選
挙
で
は
排
外
主
義
を

あ
お
る
政
党
が
議
席
を
伸
ば
す
と
い

う
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
少
数
与

党
と
な
っ
た
自
民
党
は
維
新
を
取
り

込
み
、
国
民
民
主
党
や
参
政
党
を
そ

の
補
完
勢
力
と
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
不
安

へ
の
怒
り
を
抑
え

込
む
方
法
と
し
て
、
自
己
責
任
論
を

振
り
ま
き
、
維
新
や
参
政
党
、
国
民

民
主
党
な
ど
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
デ

マ
と
う
そ
の
情
報
を

流
し
、
そ
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
確
か
め

る
こ
と
な
く
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
真

実
だ
と
思
い
込
み
を
さ
せ
る
戦
略
を

図
っ
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
貧
困
に
よ
る
生
活
の

ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
と
自
己
責
任
論
を

強
制
さ
れ
、
判
断
が
勢
い
に
飲
み
込

ま
れ
た
結
果
が
あ
り
ま
す
。
国
民
民

主
党
の

「現
役
世
代
の
貧
困
は
高
齢

者
の
せ
い
Ｌ
高
齢
者
に
は
尊
厳
死
を
」

は
そ
の
典
型
例
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

も
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
や
生
活
保
護

バ
ツ
シ
ン
グ
が
あ
り
、
新
た
な
攻
撃

目
標
で
自
民
党
の
失
政
を
覆
い
隠
し

て
き
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
慰
安
婦
問
題
、

９
３
年
に
河
野
談
話
、
９
５
年
に
村

山
談
話
が
出
さ
れ
る
中
で
、
極
右
勢

力
は
９
３
年
に
自
民
党
内
に
「歴
史
・

検
討
委
員
会
」
９
５
年
に
侵
略
戦
争

は
正
義
だ
っ
た
と
す
る

「大
東
亜
戦

争
の
総
括
」
の
出
版
、
９
７
年
に
は

「日
本
会
議
」
が
発
足
し

「日
本
の

前
途
と
歴
史
教
育
を
考
え
る
会
」
や

新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」

な
ど
も
発
足
し
ま
し
た
。
岸
信
介
の

孫
で
あ
る
安
倍
晋
三
政
権
が
０
６
年

に
発
足
し

「戦
前
は
美
し
い
日
本
だ

(619号付録)

京都版 第夕3号

2026年 1月 15日

治安維持法犠牲者

国家賠償要求同盟

京都府本部

〒604‐8“2京都市中京区
壬生下溝町 51‐41
'I｀ 1■.1075‐ 312‐8787
FAX:075-325‐3863
E‐mail

iぶo@kokub」‐け。tO.COm
ホームベージ

httPS//kOkub」‐り。tO・ COm



付録「不雇」619号  ( 1989年 5月 8日 第二種郵便認可)2026年 1月 15日

っ
た
」
と
言
い
、
教
育
基
本
法
に
愛

国
心
を
押
し
付
け
、
憲
法
改
定
に
向

け
た
国
民
投
票
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

高
市
政
権
は
国
い
右
翼
支
持
者

「岩
盤
保
守
」
に
す
り
寄

っ
て
女
性

と
言
う
こ
と
で
高
い
内
閣
支
持
率
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
民
党
の
政
党

支
持
率
は
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

戦
争
へ
の
道
、
そ
の
危
険
性

高
市
首
相
は

「台
湾
有
事
は
存
立

危
機
事
態
」
と
、
中
国
と
戦
争
す
る

こ
と
を
あ
け
す
け
に
国
会
で
答
弁
ｔ

中
国
の
強
い
反
発
を
招
き
ま
し
た
。

小
泉
防
衛
大
臣
は

「中
国
も
武
装
強

化
を
し
て
い
る
か
ら
日
本
も
必
要
」

と
支
離
滅
裂
な
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は

「日
本
は
核
兵
器
を
保
有

す
べ
き
だ
」
と
言
う
首
相
官
邸
の
政

府
高
官
も
出
て
く
る
始
末
で
す
。

治
安
維
持
法
復
活
と
な
る
危
険
性
、

ス
パ
イ
防
止
法
郎
設
の
狙
い

今
、
政
府
は
日
本
周
辺
の
緊
張
を

あ
お
り
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法

な
ど
戦
争
準
備
の
体
制
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
機
運
に
乗

っ
て
極

右
排
外
主
義
者
と
補
完
勢
力
は
、
ス

パ
イ
防
止
法
制
定
に
向
け
た
反
動
ブ

ロ
ッ
ク
を
構
成
し
て
そ
の
動
き
を
強

め
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
防
止
法
は
４
０
年
前
、
勝

共
連
合

・
統

一
協
会
と
自
民
党
と
が

一
緒
に
な
っ
て
全
国
に
推
進
体
制
を

作

っ
て
制
定
を
狙

っ
て
運
動
を
起
こ

し
た
も
の
で
す
。
今
再
び
ス
パ
イ
防

止
法
が
参
政
党
に
よ
る
議
案
提
出
、

国
民
民
主
の
法
案
提
出
の
動
き
な
ど
、

自
民

・
維
新
連
立
政
権
と
相
ま
っ
て

制
定
の
危
険
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
民
的
運
動
へ
、
反
動
プ
ロ
ッ
ク
ヘ
の

闘
い
の
広
が
り
を
！

反
動
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
、
社

会
保
障
な
ど
国
民
生
活
の
破
壊
、
大

軍
拡

へ
の
暴
走
、
憲
法
と
民
主
主
義

の
蹂
躙
、
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等

へ
の
逆

流
な
ど
の
危
険
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
的
岐
路
に
あ
た
っ
て

「市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
発
展
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
き
た
皆
さ
ん

と
共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
思
想
信
条
の
違
い
、
政
党
支
持

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
自
民
維
新

連
立
政
権
と
国
民
民
主
党
、
参
政
党
、

公
明
党
の
補
完
勢
力
、
極
右
排
外
主

義
勢
力
の
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
に
正
面
か

ら
対
決
し
、
暮
ら
し
、
平
和
、
民
主

主
義
を
擁
護
、
発
展
さ
せ
る
新
し
い

国
民
的

・
民
主
的
共
同
を
つ
く
る
上

で
国
賠
同
盟
も
そ
の
推
進
の
一
員
と

し
て
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
軍
拡
、
大
企
業
優
選
政
治
を
正

し
、
府
民
の
暮
ら
し
応
援
の
府
政
ヘ

今
年
は
京
都
府
知
事
選
挙
の
年
で

す
。
軍
拡

へ
の
道
で
な
く
、
深
刻
な

物
価
高
に
悩
む
府
民
の
暮
ら
し
の
底

上
げ
こ
そ
政
治
の
責
任
で
す
。

西
脇
府
政
は
、
軍
拡
問
題
や
最
賃

問
題
、
経
済
問
題
で
は
国
の
方
針
を

踏
襲
し
、
京
都
府
民
の
苦
し
み
に
寄

り
添
う
こ
と
な
く
冷
た
い
府
政
が
続

い
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

計
画
問
題
で
も
ア
リ
ー
ナ
建
設
で
も

府
民
の
願
い
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
国
賠
同
盟
が
め
ざ
す
政
治
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
府
知
事
選

挙
を
今
の
高
市
政
権
と
の
闘
い
と
位

置
づ
け
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
月
の
京
都
府
知
事
選

挙
で
府
民
の
暮
ら
し
第

一
の
府
政

へ

転
換
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
治
安
維
持
法
１
０
０
年
か

ら
京
都
学
連
事
件
１
０
０
年
の
年
と

な
り
、
国
賠
同
盟
で
は

「再
び
戦
争

と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
た
め
に

「国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反

す
る
悪
法
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る

こ
と
」
「国
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に

謝
罪
し
、賠
償
を
行
う
こ
と
」
「国
は
、

治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を

調
査
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
」

を
か
か
げ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
の
運
動
の
前
進
に
確

信
を
持
ち
、
同
盟
員
拡
大
を
進
め

一

日
も
早
い
現
勢
の
回
復
と
、
国
会
請

願
署
名
目
標
の
達
成
を
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
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《
前
号
の
続
き
》

京
都
学
連
事
件
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た

「ソ
連
抑
留
者
」
淡
徳
二
郎
の
戦
後

の
軌
跡
に
つ
い
て
。

１
０
年
間
の
政
治
亡
命
と
３
年
半

の
ソ
連
抑
留
の
淡
が
１
９
４
８
年
８

月
１
２
日
、
引
揚
船
で
舞
鶴
に
帰
国

し
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
６
月
に
参

院
選
の
民
統
会
議
候
補
大
山
郁
夫
の

応
援
、
櫛
田
フ
ミ
の
選
挙
事
務
長
な

ど
も
し
ま
し
た
。
同
９
月
、
平
和
擁

護
日
本
委
員
会
に
参
加
。
レ
ツ
ド
バ

ー
ジ
で
地
下
に
潜

っ
た
徳
田
球

一
の

東
京
第
二
区
か
ら
、
淡
は
無
所
属

・

共
産
党
推
薦
で
１
９
５
２
年
９
月
に

立
候
補
し
落
選
。
１
９
５
３
年
２
月
、

再
度
、
衆
院
選
東
京
三
区
よ
り
立
候

補
、
落
選
。
淡
は
朝
鮮
戦
争
時
の
レ

ッ
ド
パ
ー
ジ
に
対
し
て
、
「戦
争
反

対

・
平
和
擁
護
』
の
立
場
を
堅
持
し

続
け
ま
し
た
。

淡
は
１
９
５
３
年
６
月
１
５
日
、

大
山
郁
夫
と

一
緒
に
世
界
平
和
評
議

会
ブ
ダ
ペ
ス
ト
会
議
に
出
席
し
、
モ

ス
ク
フ
で
大
山
郁
夫
の

「国
際
平
和

賞
」
受
賞
に
秘
書
役
兼
通
訳
で
同
行

し
ま
し
た
。
戦
前
の
労
農
党
委
員
長

大
山
郁
夫
を
統

一
戦
線
の
「結
節
環
」

と
し
て
淡
は
支
え
手
と
な
り
ま
し
た
。

「ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
失
踪
事
件
の
真
相
」

（１
９
５
４
年
３
月
１
４
日
付
『朝
日

新
聞
』
）
の
外
務
省
と
公
安
調
査
庁

の
共
同
発
表

１
９
５
４
年
１
月
２
４
日
、
旧
ソ

連
の
諜
報
員
だ
っ
た
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ

が
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
ま
し
た
。
ソ

連
大
使
館
員
だ
っ
た
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ

は
、
在
日
エ
ー
ジ
エ
ン
ト
か
ら
情
報

を
収
集
し
て
い
ま
し
た
。

「
ソ
連
に
協
力
し
、
情
報
収
集
に
あ

た
つ
た
ユ
ー
ジ

ェ
ン
ト
は
大
部
分
が

引
揚
者
で
あ
っ
た
」
（詳
説

『
ラ
ス
ト

ボ
ロ
フ
事
件
』
稲
村
公
望
著
、
渓
流

社

・
Ｎ
露
ω
年
刊
）
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
の

エ
ー
ジ
エ
ン
ト
の
中
に
、
淡
徳
二
郎

の
名
前
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
情
報
機
関
は
、
淡
が

帰
国
し
た
１
９
４
８
年
８
月
１
２
日

の
１
週
間
後
か
ら
監
視
を
開
始
し
、

私
信
の
検
閲
を
行
っ
た
記
録
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
平
和
擁
護
委
員
会

（後
の
平
和
委
員
会
）
と
し
て
、
大

山
郁
夫
の
ソ
連
入
国
手
続
き
の
た
め
、

ソ
連
大
使
館
の
出
入
り
を
監
視
さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

外
国
為
替
管
理
法
違
反
事
件
（
１

９
５
８
年
１
０
月
）
で
逮
捕
、
控
訴

し
て
無
罪
判
決

１
９
５
６
年
４
月
、
日
本
ア
ジ
ア

連
帯
委
員
会
は
谷
川
徹
三
団
長
、
石

川
達
三
を
副
団
長
と
す
る
文
化
使
節

団
を
イ
ン
ド
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
、
事
務
局
長
と
し

て
淡
を
世
話
役
に
し
ま
し
た
。

当
時
は
円
と
ド
ル
の
交
換
比
率
は

１
ド
ル
３
６
０
円
で
し
た
が
、
２
４

０
０
ド
ル
を
１
ド
ル
４
１
５
円
の
闇

で
買

っ
た
と
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

日
本
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
連
帯
委

員
会
の
社
会
的
信
用
を
傷
つ
け
、
組

織
全
貌
と
淡
の
人
脈
を
調
査
す
る
の

が
狙
い
で
し
た
。
取
り
調
べ
は
警
視

庁
公
安
部
公
安
課
が
担
当
し
ま
し
た

が
、
１
９
６
１
年
５
月
の
控
訴
判
決

で
は
旅
行
会
社
の
闇
ド
ル
買
い
。
円

持
ち
出
し
の
濡
れ
衣
を
淡
が
さ
せ
ら

れ
た
も
の
と
断
じ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
１
９
６
０
年
に
日
本
ア

ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
連
帯
委
員
会
事
務

局
長
を
辞
任
し
ま
し
た
が
、
追
い
出

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
と
主
任
弁
護
士

の
森
長
英
三
郎
は
推
測
し
ま
し
た
。

（淡
徳
二
郎
追
悼
録
よ
り
）

警
視
庁
は
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
事
件
で

は
淡
の
間
き
取
り
を
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
１
９
５
６
年
の
文
化
使
節
団

事
案
を
２
年
ほ
ど
内
偵
し
、
淡
の
人

脈
を
狙

っ
て
い
ま
し
た
。
統

一
戦
線

論
者
の
淡
に
警
備

。
公
安
警
察
や
公

安
調
査
庁
が
注
目
し
て
い
た
の
で
し

よ
いつ
。
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そ
の
後
、
転
向
反
共
右
翼
に
な
っ
た

田
中
清
玄
と
同
時
期
の
東
大
新
入
会

出
身
の
吉
川
光
貞

（
１
９
３
０
年
、

法
学
部
卒

・
元
共
産
党
員
）
が
、
１

９
６
４
年
に
公
安
調
査
庁
に
長
官
と

し
て
カ
ム
バ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
７
０

年
安
保
シ
フ
ト
と
言
え
ま
い
か
。

し
か
し
、
１
９
３
３
年
当
時
に
は

一
旦
、
自
分
の
弱
さ
か
ら
転
向
声
明

を
だ
し
た
も
の
の
、
自
分
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
思
想
善
導
団
体

。
大
孝

塾
に

「擬
装
加
入
」
し
、
留
学
を
理

由
に
パ
リ
に
旅
立
ち
、
「
フ
ラ
ン
ス
の

人
民
戦
線
」
研
究
を
通
じ
て
、
淡
は

自
分
の
初
心
を
と
り
も
ど
し
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

元
思
想
検
事
吉
河
と
学
連
事
件
の

淡
は
、
同
時
代
に
対
時
し
て
い
た
と

い
え
ま
す
。
ス
パ
イ
防
止
法
や
国
家

情
報
局
な
ど
が
取
り
ぎ
た
さ
れ
る
今

日
、
歴
史
の
検
証
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

府
本
部
副
会
長

佐
藤

和
夫

京
丹
後
支
部副
支
部
長
　
　
　
森
　
勝

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
治
安
維
持
法
公
布
１
０
０

年
の
年
で
あ
り
、
年
末
ま
で
諸
課
題

〔
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
数
字
的
に

は
不
十
分
に
終
わ
り
ま
し
た
。

国
会
請
願
の
個
人
署
名
は
１
２
月

末
日
現
在
４
２
２
筆
、
署
名
し
た
同

盟
員
は
４
２
％
で
す
。

団
体
代
表
者
署
名
は
１
４
団
体
の
結

果
で
し
た
。

同
盟
費
は
９
０
％
の
納
入
率
で
、
あ

と

一
息
で
す
。

昨
年
に
続

い
て

「京
丹
後
支
部

・

新
春
の
つ
ど
い
」
を
１
月
２
４
日
（上
）

午
後
１
時
３
０
分
よ
り
丹
後
民
主
商

二
会
で
行
い
ま
す
。
原
田
会
長
に
来

内
容
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
激
動
す
る
政
治
情
勢

の
も
と
会
員
の
活
動
交
流
を
行

い
、

お
互
い
に
励
ま
し
あ

っ
て
京
都
府
知

事
選
挙
勝
利
を
は
じ
め
諸
課
題
の
達

成
に
向
け
て
決
意
を
固
め
合

い
、
今

年
の
ス
タ
ー
ト
に
す
る
決
意
で
す
。

宇
治
洛
南
支
部
支
部
長

山
崎
　
恭

一

戦
争
の
危
険
が
現
実
味
を
お
び
る
年

高
市
首
相
の
台
湾
発
言
、
自
民

。

維
新
の
合
意
項
目
に
ス
パ
イ
防
止

法
、
非
核
３
原
則
見
直
し
と
き
て
、

ト
ラ
ン
プ
の
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
侵
略
。

戦
争
の
危
険
が
現
実
味
を
お
び
る
年

初
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
治
安
維
持
法
１
０
０
年
の

新
し
い
役
員
を
加
え
て
、
治
安
維

持
法
と
と
も
に
ス
パ
イ
防
止
法
に
つ

い
て
の
学
習
会
開
催
な
ど
で
、
戦
争

へ
と
す
す
む
動
き
と
対
決
し
て
い
こ

う
しこ
田
心
い
キま
す
′。

４
月
の
知
事
選
挙
の
前
に
総
選
挙

実
施
が
濃
厚
の
よ
う
で
す
。

民
主
主
義
と
平
和
に
正
面
か
ら
攻

撃
を
し
か
け
て
く
る
政
党
が
い
く
つ

も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
戦
争

推
進
勢
力
に
厳
し
い
審
判
を
下
す
た

め
に
頑
張
る
決
意
で
す
。

饉
筆

鬱
，，　
・　
′
１
‥
１
１

・、
１

‥

ｌ
ｌ
ｉ
プ

翠
ュ
綸
ｒ
‘
ゞ
氏
篠
′
γ
姜
ず
‥

‥
　

‥―

１
１

１
１
１
　
　
　
１
彗

像
摯

て
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
「
２
　
年
に
活
動
を
広
げ
た
宇
治
洛
南
支
部

０
２
６
年
の
国
賠
同
盟
活
動
の
重
点
」

は
、
そ
の
成
果
を
守
ち

て
さ
ら
に
若

や
、
治
安
維
持
法
の
現
代
版
と
も
言

　

い
世
代

へ
と
広
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か

わ
れ
て
い
る

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
　

が
聞
わ
れ
る
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

―
，
―

・１

・
１
１

・
―

・
・
１
１
１
・
１

■
′
●
０
ヽ
、
●

，̈
，
●
ヽ
ヽ
０
‘
‘
‘
―
，
・
―

・１

・
～
１
，
，
，
１

，
１

　
０

■
・　
―

‘
．
，

，
―
―

―

‥
―
―

，

―
，
１

，
●
り
，
′
¨，
ヽ
一
，
‘
′
ｋ
，
・
，
，
―

．‥
，
‘
―
、
，

１
，
，

，
‘
．
‘
，
‘

ｅ

4

――‐ ・‐―― ‐――輌―ヽ料・ .苺ヽ


